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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、表皮外層におけるケラチノサイトの終末分化過程において、角化細胞膜に順次組み込まれる複数のタンパク質のうちの1つです。このタンパク質は、角化細胞膜の前駆体として知られるペリプラキンと相互作用します。このタンパク質の細胞内局在パターンと不溶性は、上皮分化において役割を果たし、表皮の完全性とバリア形成に寄与する可能性を示唆しています。異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：上皮分化に関与し、表皮の完全性とバリア形成に寄与する。,PTM：トランスグルタミナーゼの基質（in vitro）,細胞内局在：未分化ケラチノサイトではスペックル型核顆粒および核膜に発現するが、分化ケラチノサイトでは細胞周縁部および細胞間接合部においてペリプラキンと共局在する。,サブユニット：ホモ二量体。PPLと相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	タグと細胞マーカー; 細胞タイプマーカー; その他の細胞タイプ; 細胞生物学; 細胞周期; 細胞分化
	画像データ
	

	PPHLN抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肝癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	PPHLN抗体を用いたCOLO細胞および293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ペリフィリン1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

